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はしがき

高効率でかつ高選択的な有機合成反応の開発は合成化学に於ける重要な課題の一つ

である｡さらに合成プロセスの高速化､出発物質から生成物に至る過程の短縮化も､

達成されなければならない課題である｡これまで種々の炭素を含む二重結合を有する

化合物を機軸とした骨格変換反応が知られている｡ここでもし､炭素と弱い二重結合

を有する化合物を設計し自在に変換できれば､これまでにない温和な条件下短時間で

の合成反応の実現が期待される｡本研究では､周期律表第四周期に属するセレン原子

と炭素原子との二重結合(セレノカルポニル基)の高い反応性を利用した合成反応の

開発さらにはそれらから誘導される活性化学種の性状の解明を目指し､′数多くの新し

い知見を得た｡
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